
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こうすればできる」を大切に   

                             副園長 和島 千佳子 

 

 今年も暑い夏でしたね。この夏は開催まであと２年となったオリンピック・パラ

リンピックの話題がたくさん挙がっていました。アスリートたちの技には圧倒され

るばかりですが、私は、パラスポーツ競技の「知恵」に心惹かれるのです。例えば、

子どもたちが親しみをもっているサッカーにも、実に様々な種類があるそうです。

その中のひとつ、ブラインドサッカーは、視覚を閉じた状態でプレーします。ボー

ルは転がると音のするものを使用し、両側のサイドライン上に高さのあるサイドフ

ェンスを並べてボールが出ない工夫をしています。技術だけでなく、視覚障がい者

と健常者が力を合わせてプレーするため、音と声のコミュニケーションが重要です。 

このように、パラスポーツには、多様性を認め、使用する道具やルールを創意工

夫し、持っている力を生かして互いに協力することで「こうすればできる」という、

人々の思いや考えから生み出された知恵が結集されている素晴らしさが随所にみら

れるのです。 

これからの社会を創り出していく子どもたちに、生活や遊びを通して興味・関心

をもつ出来事に出合い、様々な人との触れ合いや友達とのやりとりの中で、思うよ

うにならないことも「こうしてみたらどうか」「一緒に考え工夫してみよう」という

心情、意欲、態度が育ってほしいと願います。私たち教職員一同は、そのような経

験ができる園生活を目指しています。 

いよいよ２学期が始まります。引き続き、ご理解とご協力をどうぞよろしくお願

いします。 

 

 

３０年度 ９月 園だより 

＜教育目標＞ ・元気に遊ぶ子ども 

・豊かに感じる子ども 

・考え工夫する子ども  

Ｈ３０．９．３  文京区立本駒込幼稚園 

 

 


